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信州たかやまワイナリー醸造を開始
平成28年10月、黒部区裏原地籍に株式会社信州
たかやまワイナリーがワインの醸造を開始しまし
た。このワイナリーは、農業者13名が、村内外の
飲食店・酒販店・旅館等と連携して、生産から醸
造・販売までを一貫して行う農業の６次産業化に
取り組むもので、年間７万本（750ml）の製造を予
定しています。

志賀高原ユネスコエコパーク
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12月定例会
　

平
成
28
年
12
月
定
例
会
は
12
月
８
日
か
ら
16
日
ま

で
の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
９
件
、
新
設
条
例
１
件
、
条
例
改
正

５
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
。
議
員
発
議
の
意
見
書
１

件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
８
名
が
登
壇
し
、
内
山
新
村
長
の

政
策
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

議
員
発
議
の
意
見
書

条
例
新
設

条
例
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
）

保
育
所
運
営
費
委
託
料

　

た
か
や
ま
保
育
園
以
外
の
保

育
園
へ
通
う
児
童
の
増
加
お
よ

び
、
国
が
定
め
る
一
人
あ
た
り

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今

日
、
年
々
町
村
で
は
議
員
へ
の

立
候
補
者
が
減
少
し
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
地
方
議
員

の
年
金
制
度
を
時
代
に
相
応
し

い
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
人
材

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

高
山
村
農
業
委
員
会
の
委
員
及

び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

定
数
条
例

　

農
業
者
等
の
推
薦
、
募
集
の

結
果
を
尊
重
し
て
、
村
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
定
数
は
、
14
人

と
す
る
。

　

推
進
委
員
の
定
数
は
、
５
人

と
す
る
。

全
員
賛
成

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成
多
数

確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
ま
す
。
国
民
の
政
治
参
加
な

ど
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、

議
員
の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の

法
整
備
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

（
梨
本
修
造
）

信州たかやまワイナリーへ醸造タンク貸与。

一般会計補正予算5207万円
総額42億77万円

一
般
会
計
補
正
予
算

の
保
育
に
係
る
経
費
（
公
定
価

格
）
が
増
加
し
た
た
め
で
す
。

（
事
業
費
８
９
９
万
円
）

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化

支
援
事
業
補
助
金

　

高
山
村
へ
村
外
か
ら
移
住
し

て
ワ
イ
ナ
リ
ー
建
設
を
予
定
さ

れ
て
い
る
方
へ
、
国
か
ら
の
建

設
費
の
一
部
が
補
助
金
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。
今
年

中
に
建
設
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
事
業
費
１
５
５
０
万
円
）

村
営
住
宅
等
購
入
費

　

山
田
保
育
園
跡
地
に
建
設
中

の
新
規
就
農
者
住
宅
１
棟
、
優

良
賃
貸
住
宅
２
棟
を
長
野
県
住

宅
供
給
公
社
よ
り
買
い
取
る
費

用
で
す
。

（
事
業
費
１
７
２
４
万
円
）

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

高
山
村
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成

村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

全
員
賛
成
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12月定例会 一般質問
12月定例会の一般質問は12月13日に開催、８名の議員が15の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

４頁 水谷 　　清

人口８０００人を目指す取り組みは
子育て支援・雇用の確保などへ力を入
れていく

村民の生活と交通手段確保対策は 村内の事業主体の皆様を支援

５頁 梨本 　修造

革新系候補が村長になれば補助金は減
らされるのか

地方交付税法に基づいて行う

橋梁の維持管理対応は
設計基準トン数オーバーによるコンク
リート劣化

６頁 松本 　　茂

選挙公約ではどのように村民を導くのか
公約を一つひとつ進めて行くことが村
政につながる

社協・商工会共催による「婚活」事業に
助成を

開催団体の負担軽減を検討

７頁 湯本 　眞也

子育て支援は人口増に大切だが
ライフステージに応じた子育て支援に
努める

ふるさと納税に宿泊補助券等を出したら 新たな商品開発を検討したい

８頁 涌井 仙一郎

マイナンバー制度について
個人情報が取得できないよう分離管理
により、情報の漏えいを防ぐ

ICT を活用した最先端農業技術研究事
業について

村ホームページにリンクして手軽に情
報を入手できるようにする

９頁 篠原 　尚元

大石水源用地を村で取得しては ながの農協と交渉する

森林病害虫予算、大幅な増額を 補助枠を超えた分、村単事業で対応

10頁 畔上 　孝一

道の駅、星の駅づくりは 星の駅を観光の拠点に

指定管理者制度への移行は 移行計画は再構築

11頁 西條 　正純 ふるさと納税を戦略的に プロジェクトチームを作って取り組む
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答
弁
（
内
山
村
長
）

　

平
成
14
年
の
ピ
ー
ク
時
か

ら
本
年
12
月
１
日
現
在
ま
で

人
口
が
９
４
６
人
も
減
少
し

て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
「
子
育
て
支
援

と
結
婚
支
援
」「
雇
用
の
場
の

確
保
と
産
業
の
振
興
」「
移
住

質
問　

人
口
８
０

０
０
人
を
目
指
す

公
約
に
つ
い
て
。

　

４
年
間
の
任
期
中
に
、
年

間
約
２
０
０
人
づ
つ
増
加
し

な
け
れ
ば
実
現
で
き
ず
、
か

な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で

は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
経

済
効
果
を
期
待
さ
れ
る
の
か
。

地域のためにがんばっている「ふるさとセンター山田」

大事な村の宝物。めざせ人口 8000 人（子育て支援センター）

人
口
８
０
０
０
人
を
目
指
す

取
り
組
み
は

答   

子
育
て
支
援
・
雇
用
の
確
保
な
ど
へ

力
を
入
れ
て
い
く

環
境
の
整
備
」
こ
の
３
つ
に

わ
た
っ
て
努
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

都
会
か
ら
の
「
サ
テ
ラ
イ

ト　

オ
フ
ィ
ス
」
な
ど
の
企

業
誘
致
、
若
者
の
定
住
の
た

め
の
奨
学
金
制
度
の
見
直
し

な
ど
、
検
討
し
て
い
き
ま
す

の
で
村
民
の
ご
理
解
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

質
問　

買
い
物
難
民
対
策
に

つ
い
て
。

　

長
年
、
村
民
の
生
活
を
支

え
た
ス
ー
パ
ー
閉
店
、
ま
た

移
動
販
売
車
の
廃
止
な
ど
、

厳
し
い
状
況
に
つ
い
て
村
と

し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

村
の
小
売
店
と
し
て
64
年

間
営
業
を
行
っ
た
亀
原
商
店

が
閉
店
し
、
藤
沢
商
店
の
移

動
販
売
の
中
止
、「
よ
っ
て
い

か
ね
会
」
の
休
業
と
相
次
ぎ
、

さ
ら
に
村
の
高
齢
化
も
５
年

前
23
・
８
％
か
ら
現
在
26
・

３
％
と
急
激
に
進
ん
で
い
ま

す
。
又
「
株
式
会
社
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
山
田
」
を
経
営

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
お
聞
き

す
る
と
、
買
い
物
客
は
減
少

傾
向
に
あ
り
厳
し
い
現
状
と

の
こ
と
。
村
と
し
て
も
買
い

物
難
民
対
策
と
し
て
必
要
な

店
舗
で
あ
り
、
運
営
に
真
摯

に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

交
通
手
段
を
持
た
な
い

方
々
の
対
応
の
つ
い
て
は「
生

活
協
同
組
合
」
な
ど
民
間
企

業
の
配
達
な
ど
を
利
用
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
、
村
と
し

て
村
内
の
様
々
な
事
業
主
体

の
皆
様
と
連
携
し
て
行
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

水 谷  　 清  議 員

村民の生活と
交通手段確保対策は

答   村内の事業主体の皆様を支援

一 般 質 問
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質
問　

村
の
社
会
的
資
産
の

う
ち
、
橋
梁
は
日
常
的
に
負

荷
が
か
か
り
、
設
計
時
に
予

定
し
た
年
月
、
維
持
す
る
の

は
大
変
な
努
力
が
必
要
で
す
。

今
回
の
駒
場
橋
の
場
合
は
ど

う
い
う
こ
と
か

答
弁
（
小
林
建
設
水
道
課
長
）

　

駒
場
橋
は
高
井
・
山
田
地

区
を
結
ぶ
重
要
な
橋
で
、
昭

和
46
年
に
永
久
橋
と
し
て
架

け
替
え
さ
れ
た
。
最
近
で
は

通
勤
や
高
山
保
育
園
へ
の
送

迎
、
高
山
共
撰
所
や
ブ
ド
ウ

集
荷
場
へ
通
ず
る
生
活
や
産

業
道
路
と
し
て
重
要
度
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
設

計
基
準
と
し
て
14
ト
ン
相
当

の
2
等
橋
と
し
て
設
計
施
工

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

建
設
か
ら
43
年
経
過
し
て
お

り
、
大
型
車
両
の
通
行
な
ど

に
よ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
劣

化
し
て
お
り
今
回
緊
急
に
部

分
的
な
修
繕
を
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

質
問　

間
も
な
く
来
年
度
の

予
算
の
編
成
期
に
な
り
ま
す
。

　

40
億
円
の
予
算
の
う
ち
自

主
財
源
は
17
％
く
ら
い
で
、

残
り
は
交
付
税
や
補
助
金
が

主
で
す
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
る
の
か
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

地
方
交
付
税
は
、
全
国
ど

こ
に
住
ん
で
い
て
も
標
準
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
地
方
交
付
税
法

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て
も
村
に

と
っ
て
大
切
な
財
源
で
一
般

的
に
は
「
補
助
金
の
交
付
に

関
す
る
基
準
」
等
に
基
づ
き
、

村
が
行
う
事
業
に
対
し
て
公

益
上
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
と

き
、
国
も
し
く
は

県
は
そ
の
目
的
を

効
果
的
か
つ
効
率

的
に
達
成
す
る
た

め
に
金
銭
的
給
付

を
す
る
も
の
と
さ

橋
梁
の

維
持
管
理
対
応
は

革
新
系
候
補
が
村
長
に
な
れ
ば

補
助
金
は
減
ら
さ
れ
る
の
か

答   

設
計
基
準
ト
ン
数

　
　

オ
ー
バ
ー
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化

答   

地
方
交
付
税
法
に
基
づ
い
て
行
う

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
積
極

的
に
国
や
県
と
連
携
を
深
め
、

歳
入
の
確
保
に
努
め
た
い
。

再
質
問　

先
の
村
長
選
の
際

に
村
内
の
一
部
の
方
か
ら
、

革
新
系
候
補
が
村
長
に
な
れ

ば
交
付
金
や
補
助
金
が
減
ら

さ
れ
る
と
い
う
う
わ
さ
が
流

さ
れ
た
。
私
は
こ
う
い
う
事

は
あ
り
得
な
い
と
思
う
が
ほ

ん
と
う
に
あ
る
の
か
、
こ
の

様
な
こ
と
が
公
の
場
に
さ
れ

た
ら
村
長
は
そ
れ
を
正
す
勇

気
を
お
持
ち
か
。

答
弁　

梨
本
議
員
の
厳
し
い

ご
指
摘
、
真
に
受
け
止
め
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、

選
挙
期
間
中
を
通
し
て
そ
の

こ
と
を
言
っ
た
つ
も
り
は
な

い
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
逃

げ
る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

設計基準 14t でも施工されているが、大型車両の通行により、コンクリート劣化に伴う修繕工事中の駒場橋。

梨 本  修 造  議 員

一 般 質 問
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の
発
展
に
繋
が
る
と
考
え
ま

す
。

 
 

人
口
８
０
０
０
人
を
目
指

し
た
村
づ
く
り
は
、「
子
育
て

支
援
と
結
婚
支
援
」、「
雇
用

の
場
の
確
保
と
産
業
の
振
興

と
創
出
」、「
移
住
環
境
の
整

備
と
若
者
の
定
住
」
を
考
え

質
問　

公
約
の
人

口
、
収
入
財
源
、

安
全
及
び
に
ぎ
わ
い
増
の
５

つ
の
柱
で
ど
の
よ
う
に
村
民

を
導
い
て
い
か
れ
る
の
か
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

５
つ
の
公
約
を
一
つ
ひ
と

つ
進
め
て
い
く
こ
と
が
村
政

選
挙
公
約
で
は
ど
の
よ
う
に

村
民
を
導
く
の
か

答   

公
約
を
一
つ
ひ
と
つ
進
め
て
行
く
こ
と
が

村
政
に
つ
な
が
る

て
い
ま
す
。

 
 

収
入
増
・
満
足
増
に
つ
い

て
は
長
野
県
住
宅
公
社
、
民

間
に
よ
る
団
地
造
成
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
 

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
村
の
特
産
物
を
返
礼
品

に
す
る
な
ど
総
合
的
に
検
討

し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
 

安
全
・
安
心
増
に
つ
い
て

は
自
然
災
害
を
防
止
す
る
た

め
、
森
林
の
保
全
と
活
用
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
 

に
ぎ
わ
い
増
・
魅
力
増
に

つ
い
て
は
道
の
駅
・
星
の
駅

な
ど
つ
く
り
地
域
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

若者向け、移住者確保に向けての住宅地整備。原宮団地。

たかやま恋コン開催風景。

社協・商工会共催による
「婚活」事業に助成を

答   開催団体の負担軽減を検討

松 本  　 茂  議 員

質
問　
「
婚
活
」
事
業
に
、
会

場
の
設
定
や
運
営
に
努
力
さ

れ
た
事
業
者
に
助
成
を
し
て

頂
き
た
い
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
、
商

工
会
の
皆
さ
ん
に
は
継
続
し

て
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
助
成
に
つ
い
て
は

商
工
会
の
皆
さ
ん
な
ど
協
力

団
体
等
の
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
婚
活
事
業
を
村
の
結

婚
出
産
、
子
育
て
支
援
事
業

の
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

一 般 質 問



［7］ ［6］平成 29年１月 25日　発行

雪よふれふれ雪よふれ。
YAMABOKU ワイルドスノーパーク第１リフト乗り場。（2016 年 12 月 22 日）

保育料軽減対策は…。
お昼寝中のたかやま保育園３歳児「りんご組」さん。

湯 本  眞 也  議 員

ふるさと納税に
宿泊補助券等を出したら

答   新たな商品開発を検討したい

建
設
に
よ
り
購
入
し
て
い
た
、

米
飯
を
セ
ン
タ
ー
で
炊
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
減
額
し

ま
し
た
。
段
階
的
減
額
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
②
出
生
率

を
上
げ
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
り
、
多
様
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
保
育
料
な
ど
を
軽
減
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
③
医
療
の
窓
口
無
料

化
は
、
今
後
、
県
と
市
町
村

で
協
議
し
て
い
く
事
に
な
り

ま
す
が
、
子
育
て
に
大
変
重

要
な
こ
と
と
し
て
前
向
き
に

協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

工
・
観
光
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
き

ま
し
て
は
「
高
山
村
ふ
る
さ

と
景
観
育
成
寄
附
金
」
と
し

て
募
集
し
て
い
ま
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
下
で
、
今
後

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
宿

泊
補
助
券
・
商
品
購
入
補
助

券
を
返
礼
品
に
加
え
た
ら
商

質
問　

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と

言
わ
れ
て
い
る
労
働
者
が
１
・

03
倍
に
増
え
て
お
り
、
村
も

同
じ
よ
う
に
増
え
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
子
育
て
支
援

は
人
口
増
に
大
変
重
要
だ
と

思
う
が
、
①
学
校
給
食
費
の

子
育
て
支
援
は
人
口
増
に
大
切
だ
が

答   

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
子
育
て
支
援
に
努
め
る

段
階
的
無
料
化
の
手
順
は
、

②
保
育
料
の
軽
減
の
段
取
り

は
、
③
子
供
医
療
費
の
窓
口

無
料
化
を
実
現
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

①
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を
入
れ
、

村
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
自
主

財
源
の
確
保
と
、
新
た
な
商

品
開
発
が
で
き
な
い
か
な
ど
、

総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問
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②
本
村
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
ど
の

く
ら
い
進
ん
で
い
る
の
か
。

③
社
会
保
障
の
給
付
金
等
を

今
よ
り
簡
略
で
早
期
に
受
給

で
き
る
の
か
。

答
弁
（
藤
沢
総
務
課
長
）

①
国
や
自
治
体
に
よ
り
必
要

の
な
い
特
定
の
個
人
情
報
が

取
得
で
き
な
い
分
離
管
理
に

よ
る
保
護
措
置
が
講
じ
ら
れ
、

不
正
に
情
報
を
取
得
す
る
こ

質
問　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
国
民

の
個
人
情
報
を
国

や
自
治
体
が
特
定
の
人
物
の

情
報
を
簡
単
に
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
り
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

①
本
来
の
業
務
で
は
必
要
な

い
は
ず
の
情
報
に
ま
で
ア
ク

セ
ス
さ
れ
て
運
用
制
限
の
徹

底
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は

ど
う
な
の
か
。

「高山村農業気象サービス」システムは６か所における
気象観測データを伝送、表示されています。

マイナンバー制度は個人情報のセキュリティは守られ
ています。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

答   

個
人
情
報
が
取
得
で
き
な
い
よ
う

分
離
管
理
に
よ
り
、
情
報
の
漏
え
い
を
防
ぎ
ま
す

と
が
困
難
に
な
る
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

②
11
月
末
に
お
け
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
人
数

は
２
７
９
人
で
、
住
民
基
本

台
帳
の
人
口
に
対
す
る
普
及

率
は
３
・
９
％
で
あ
る
。

③
社
会
保
障
は
税
・
災
害
対

策
に
つ
い
て
共
通
番
号
を
利

用
の
迅
速
に
か
つ
的
確
に
行

う
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
ま
す
。

涌 井  仙 一 郎  議 員

質
問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

気
象
・
病
害
虫
対
策
研
究
を

目
的
に
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が

行
わ
れ
、
気
象
観
測
情
報
は

村
内
６
か
所
の
デ
ー
タ
を「
高

山
村
農
業
気
象
サ
ー
ビ
ス
」

ICTを活用した
最先端農業技術研究事業について
答   村ホームページにリンクして

手軽に情報を入手できるようにする

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

①
気
象
観
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い

る
な
ら
ば
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽

培
者
だ
け
で
な
く
農
業
従
事

者
に
も
、
利
活
用
が
で
き
る

様
に
周
知
す
る
べ
き
で
あ
る
。

②
病
害
虫
発
生
予
測
や
降
雨

の
推
定
に
利
用
さ
れ
る
気
象

解
析
ソ
フ
ト
の
充
実
に
は
長

年
の
観
測
が
必
要
で
、
今
後

の
ソ
フ
ト
開
発
を
ど
の
よ
う

考
え
て
い
る
か
。

③
飯
綱
町
と
の
観
測
デ
ー
タ

の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
利
活

用
を
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

①
農
業
気
象
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

タ
利
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
検
討
し
た
上
で
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
す
る
な

ど
し
て
広
く
皆
様
に
も
手
軽

に
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

②
現
在
の
交
付
金
が
終
了
し

て
も
気
象
観
測
デ
ー
タ
の
累

積
を
継
続
し
て
い
く
事
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
共
通
す
る
稲
作
と
り
ん
ご

の
栽
培
に
つ
い
て
気
象
デ
ー

タ
の
交
換
を
し
な
が
ら
病
害

虫
予
測
や
降
雨
の
推
定
に
利

用
す
る
。

一 般 質 問
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急傾斜地や崖の被害樹。倒木により電柵の破損も心配。

篠 原  尚 元  議 員

農協所有地内にある大石水源。ポンプ場を含め 317㎡の取得が必要。

大
石
水
源
用
地
を
村
で
取
得
し
て
は

答   

な
が
の
農
協
と
交
渉
す
る

質
問　

平
均
気
温
の
上
昇
や

日
照
時
間
延
長
に
よ
り
、
松

く
い
虫
被
害
が
拡
大
傾
向
に

あ
り
駆
除
の
徹
底
が
求
め
ら

れ
る
。
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
駆
除
地
域
、
実
績
に
つ
い

て
。

②
急
傾
斜
地
や
崖
の
被
害
樹

駆
除
実
施
に
つ
い
て
。

③
予
算
の
大
幅
な
増
額
に
つ

い
て
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

①
前
年
対
比
５
％
増
の
６
５

０
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
松
川

沿
い
、
中
山
地
域
、
鞍
掛
、

質
問　

大
石
水
源
は
、
中
山

地
区
の
水
道
並
び
に
畑
灌
用

水
と
し
て
、
大
変
重
要
な
水

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
水
源
用
地
は
、
な
が
の
農

協
所
有
地
内
に
あ
り
、
農
協

合
併
に
伴
い
転
売
等
が
懸
念

さ
れ
ま
す
の
で
、
用
地
を
村

で
取
得
し
て
は
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

油
久
保
水
源
が
減
少
し
、

配
水
量
が
不
足
し
た
の
で
、

中
山
畑
灌
組
合
の
理
解
を
得

る
中
で
、
昭
和
54
年
か
ら
中

山
地
区
へ
給
水
を
行
い
、
安

定
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

大
石
水
源
は
中
山
地
区
の
重

要
な
水
源
と
認
識
し
て
い
る
。

旧
山
田
共
撰
所
の
敷
地
内
に

あ
り
、
水
源
用
地
を
明
確
に

す
る
た
め
、
平
成
23
年
に
分

筆
登
記
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
協
合
併
に
伴

い
転
売
等
が
懸
念
さ
れ
る
の

で
、
水
源
用
地
を
賃
貸
借
す

る
契
約
に
向
け
現
在
進
め
て

い
る
。
今
後
用
地
取
得
に
向

け
農
協
と
交
渉
し
て
い
く
。

再
質
問　

将
来
に
向
け
、
安

定
し
た
水
源
確
保
の
た
め
取

得
を
。

答
弁　

分
筆
部
分
の
み
の
取

得
を
視
野
に
検
討
す
る
。

水
中
、赤
和
、黒
部
等
で
発
生
。

②
作
業
者
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
進
め
、
作
業
困
難
な

場
合
は
安
全
配
慮
か
ら
作
業

断
念
の
場
合
も
あ
る
。

③
本
年
度
と
同
規
模
を
想
定

し
、
県
に
要
望
し
て
い
る
。

補
助
枠
を
超
え
た
分
は
村
単

独
事
業
で
対
応
す
る
。
美
し

い
農
山
村
の
景
観
を
大
切
に

し
て
い
く
。

森林病害虫予算
大幅な増額を

答   補助枠を超えた分
村単事業で対応

一 般 質 問
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る
い
生
活
が
送
れ
る
地
域
づ

く
り
を
し
ま
す
。

　
「
道
の
駅
」
は
か
つ
て
本
村

で
も
検
討
さ
れ
た
よ
う
で
す

が
地
域
経
済
の
拠
点
と
し
て

大
変
有
効
な
施
設
に
な
る
と

考
え
ま
す
。「
星
の
駅
」
に
つ

い
て
は
、
本
村
の
重
要
な
観

光
地
の
山
田
牧
場
の
景
観
、

ス
キ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
、
そ
し

て
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
星

空
な
ど
観
光
資
源
を
生
か
す

た
め
星
の
駅
の
設
置
を
考
え

て
い
ま
す
。
来
年
度
、
具
体

化
す
る
た
め
の
組
織
を
立
ち

上
げ
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

新
村
長
の

村
政
の
か
じ
と
り

を
伺
い
ま
す
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

高
齢
化
の
進
む
中
、
現
在
、

日
用
品
の
買
え
な
い
買
物
弱

者
、
医
療
機
関
に
か
か
る
交

通
手
段
の
確
保
、
健
康
長
寿

な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築

し
、
老
人
会
の
活
動
や
集
い

の
場
の
提
供
な
ど
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

住
民
相
互
の
生
活
支
援
体
制

の
構
築
と
共
に
、
老
人
会
へ

の
支
援
を
し
て
、
元
気
で
明

村民の健康増進が目的の YOU游ランド。

大手広告代理店も注目の高山村のきれいな夜空。
山田牧場の夜空はきらめく宝石のよう。

道
の
駅
、
星
の
駅
づ
く
り
は

答   

星
の
駅
を
観
光
の
拠
点
に

質
問　

温
泉
３
施
設
の
指
定

管
理
者
制
度
へ
の
移
行
計
画

の
状
況
は
。

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
」「
山

田
温
泉
大
湯
」「
蕨
温
泉
ふ
れ

あ
い
の
湯
」
は
運
営
す
る
施

設
の
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　
「
大
湯
」「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」

は
低
額
の
温
泉
の
み
を
利
用

す
る
施
設
で
あ
り
、
健
康
増

進
を
目
的
と
し
た
「
Ｙ
Ｏ
Ｕ

游
ラ
ン
ド
」
を
同
一
の
指
定

管
理
者
に
委
ね
る
こ
と
が
最

適
な
の
か
否
か
。
又
、「
Ｙ
Ｏ

Ｕ
游
ラ
ン
ド
」
の
プ
ー
ル
施

設
に
新
た
な
劣
化
症
状
が
発

覚
し
た
こ
と
に
よ
り
、
詳
細

な
調
査
を
は
じ
め
、
工
事
期

間
や
費
用
な
ど
、
現
行
計
画

を
見
直
す
必
要
が
生
じ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

３
つ
の
温
泉
施
設
の
指
定
管

理
者
制
度
へ
の
移
行
に
つ
き

ま
し
て
は
、
募
集
要
項
な
ど

畔 上  孝 一  議 員

指定管理者制度への移行は

答   移行計画は再構築

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
含
め

関
係
す
る
皆
様
、
設
計
事
務

所
及
び
業
者
の
意
見
を
参
考

に
再
構
築
し
て
参
り
ま
す
。

一 般 質 問
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高山村には自慢のリンゴをはじめ、全国に誇れるフルーツが採れます。そし
てワインや生ハムなどの加工品も増えてきました。同じ品でもキャッチコ
ピーや説明文一つで魅力がイキイキとしてきます。コピーは高山村の自然や
生産者の顔を伝える戦略的ツールです。

西 條  正 純  議 員

インターネットには「ふるさと納税」を選択するための情報があふれていま
す。ランキングで選ぶか、使い道か、品物にするか……迷うほどです。この
ようなサイトで高山村への寄付を魅力的に見せるためにも、ネットを熟知し
た経験者による戦略的な作りこみを。

ふ
る
さ
と
納
税
を
戦
略
的
に

答   

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
取
り
組
む

す
。
村
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
よ
う
商
工
会
な
ど
関
係
の

皆
様
と
取
り
組
み
ま
す
。

再
質
問　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

に
も
選
択
肢
が
必
要
で
、
こ

れ
が
自
治
体
の
取
り
組
み
方

に
よ
っ
て
は
見
向
き
も
さ
れ

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

リ
ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
、
ワ
イ
ン
、

野
菜
な
ど
の
返
礼
品
だ
け
で

考
え
て
も
、
選
択
肢
を
幾
つ

質
問　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は

平
成
20
年
度
か
ら
導
入
さ
れ

た
制
度
で
、
魅
力
的
な
返
礼

品
を
揃
え
、
平
成
27
年
度
上

半
期
で
宮
崎
県
都
城
市
13
億

円
、
山
形
県
天
童
市
12
億
円
、

長
野
県
飯
山
市
９
億
円
と
大

幅
な
収
入
増
を
果
た
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
長
野
市
の
よ
う
に
、
９

９
２
６
万
円
の
赤
字
の
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
収
入
目
標
と
、
こ
れ
ま
で

の
収
入
の
推
移
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

次
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

は
安
定
し
た
一
定
の
財
源
と

は
な
り
に
く
い
が
何
に
使
う

の
か
。

　

３
つ
め
に
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
周
知
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
体
制
で
対
策
・
対
応
を

す
る
の
か
で
す
。
特
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
比
較
サ
イ
ト
対
策
を

戦
略
的
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

答
弁
（
内
山
村
長
）

　

本
村
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
推
移
は
平
成
25
年
度
の
２

４
６
万
円
を
ピ
ー
ク
に
８
年

間
で
１
０
７
７
万
円
で
す
。

し
か
し
安
定
し
た
財
源
に
な

ら
ず
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、

安
易
に
数
値
目
標
を
立
て
る

こ
と
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

　

使
い
道
は
現
在
４
つ
の
事

業
か
ら
選
択
で
き
ま
す
が
、

寄
付
者
が
応
援
し
た
く
な
る

よ
う
な
、
よ
り
魅
力
あ
る
施

策
を
検
討
し
ま
す
。

　

周
知
で
は「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

広
報
」
が
78
％
の
団
体
、「
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
利
用
」
が
43
％
の
団
体
で

も
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。返
礼
品
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ

ン
や
戦
略
を
、
役
場
の
職
員

だ
け
で
作
り
こ
ん
で
い
く
の

か
、
外
部
の
経
験
者
も
用
い

る
体
制
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

答
弁　

と
り
あ
え
ず
は
商
工

会
の
皆
さ
ん
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

一 般 質 問
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議　

長　

酒
井　

康
臣

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

畔
上　

孝
一

　

副
委
員
長　

水
谷　
　

清

　

委　

員　

湯
本　

眞
也

　

委　

員　

澤
井　

好
子

　

委　

員　

宮
川
登
志
一

　

委　

員　

篠
原　

尚
元

　

委　

員　

涌
井
仙
一
郎

す
る
と
、
現
場
に
行
き
原
因
や

現
況
を
調
べ
、
対
策
を
考
え
た

り
す
る
仕
事
で
、
全
国
の
い
ろ

い
ろ
な
所
で
、
様
々
な
現
象
を

目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

行
く
先
々
で
は
、
自
然
の
圧

倒
的
な
力
に
対
す
る
人
間
の
無

力
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
そ
れ
で
も
そ
の
土
地
に

こ
だ
わ
っ
て
生
活
し
よ
う
と
す

る
人
達
の
力
も
、
ま
た
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
、
高

山
村
の
良
さ
を
何
度
も
再
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
高
山
村
に

も
、
も
ち
ろ
ん
危
険
な
所
も
あ

る
の
で
す
が
、
良
く
も
悪
し
く

も
自
然
と
の
程
よ
い
距
離
感
か

ら
、
自
然
を
感
じ
な
が
ら
生
活

す
る
上
で
は
、
と
て
も
恵
ま
れ

た
所
で
は
な
い
か
と
何
度
も
感

じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
も
高

山
村
ら
し
さ
を
活
か
せ
る
事
に

関
わ
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
り
ん
ご
作

り
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
、

高
山
村
の
り
ん
ご
は
全
国
に
誇

れ
る
産
物
だ
と

思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
多
く
の

方
々
が
こ
だ

わ
っ
て
続
け
ら

れ
て
き
た
も
の

が
、
よ
り
よ
い

形
で
少
し
で
も

多
く
今
後
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

　

私
は
高
山
村
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
が
、
高
校
を
卒
業
し
て

か
ら
後
の
25
年
程
は
村
を
離
れ

て
お
り
、
ま
た
戻
っ
て
き
た
、

い
わ
ゆ
る
Ｕ
タ
ー
ン
者
で
す
。

現
在
は
、
主
に
り
ん
ご
作
り
を

し
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
に
始

め
て
か
ら
は
、
ま
だ
５
年
程
度

の
新
人
で
す
。

　

以
前
は
、
自
然
災
害
や
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
対
応
す

る
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

最
近
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
が
、

土
砂
災
害
や
豪
雨
災
害
、
地
震

な
ど
の
自
然
災
害
が
起
き
た
り

★★

わ
た
し
の

声

☆ 
高
山
村
ら
し
さ
を

再
認
識
し
て 

☆

ハトを捕まえて飛ぶオオタカ。
畑作業中に、こんな場面に遭遇するのも高山村らしいところです。
2010 年春。荒井原城山付近で本人撮影。

　

前
村
議
２
名
が
立
候
補
し
た

高
山
村
長
選
は
、
16
年
ぶ
り
で
、

村
を
２
分
す
る
よ
う
な
選
挙
に

な
り
ま
し
た
。

　

新
村
長
が
誕
生
し
た
12
月
の

定
例
会
、
一
般
質
問
で
は
、
元

気
で
明
る
い
魅
力
あ
る
村
づ
く

り
に
対
す
る
か
じ
と
り
に
つ
い

て
の
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

台
風
や
熊
本
地
震
が
あ
っ
て
、

落
ち
つ
か
な
い
年
の
暮
れ
を
迎

え
た
12
月
22
日
、
新
潟
県
糸
魚

川
市
で
１
４
４
棟
が
焼
損
す
る

と
い
う
大
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
１
１
０
０
万

円
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
集
ま
り
、

市
長
よ
り
御
礼
の
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
あ
っ
て
ほ
し
く
な

い
が
、
自
律
を
め
ざ
し
た
高
山

村
、
ふ
だ
ん
か
ら
と
な
り
近
所

へ
の
言
葉
が
け
や
助
け
合
い
の

心
を
大
切
に
し
、
村
民
一
丸
と

な
っ
て
の
明
る
い
村
づ
く
り
の

為
に
、
頑
張
ら
ね
ば
と
強
く
感

じ
ま
す
。

　

議
会
報
は
、
村
民
の
皆
様
と

議
会
を
結
ぶ
広
報
紙
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
活
発
な
広
報
活
動
を

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
澤
井
好
子
）
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